
新
年
き
ぁ
誓
っ
脇

南
あ
わ
じ
市
農
業
委
員
会

　

会
長

船
本

　

泰
生

　

新
年
あ
げ
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
希
望
に
満
ち

た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
、
農
業
委
員
会
の
運
営
並
び
に
農
政
全
般
に
わ
た
り

ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
、
ご
支
援
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
今
の
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

農
業
者
の
高
齢
化
や
農
家
数
の
減
少
、
鳥
獣
害
の
増
加
に
よ
る

耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
、
課
題
が
山
積
み
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
企
業
の
農
業
参
入
や
新
規
就
農
、
集
落
営
農
な
ど

日
々
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応
し
て
、
農
業

者
（
経
営
体
）
や
生
産
基
盤
と
な
る
農
地
を
確
保
す
る
た
め
に
、

国
や
県
は
“
人
・
農
地
プ
ラ
ン
”
を
推
進
し
て
お
り
、
南
あ
わ

じ
市
で
も
本
年
度
、
各
地
区
の
要
請
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
現
在
４
地
区
が
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
後
こ
の
事
業
に
取
り
組
む
地
区
が
増
え
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　

不
耕
作
地
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
関
す
る
問
題
で
は
農
業

委
員
会
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
現
地
調
査
に
よ
り
、
所
有
者
へ
の

意
向
調
査
や
適
正
な
指
導
に
よ
っ
て
、
南
あ
わ
じ
市
か
ら
耕
作

放
棄
地
を
少
し
で
も
減
少
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
法
令
を
遵
守
し
、
法
令
業
務
の
適
正
な
執
行
と
農

林
振
興
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
南
あ
わ
じ
農

業
が
魅
力
あ
る
農
業
と
し
て
よ
り
一
層
発
展
す
る
よ
う
で
き
る

限
り
努
力
を
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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遊
休
農
地
は
迷
惑
田
ん
ぼ
。

　

不
法
投
棄
や
災
害
発
生
の
心
配
も
ー

　

農
地
は
、
農
業
生
産
活
動
を
通
じ
て
、
水
田
で

の
貯
水
出
水
調
整
な
ど
の
機
能
を
持
ち
、
国
土
の

保
全
や
防
災
、
景
観
の
維
持
、
緑
地
空
間
の
確
保

と
い
っ
た
多
面
的
か
つ
公
益
的
な
役
割
も
果
た
し

て
い
ま
す
。
最
近
は
遊
休
・
荒
廃
化
す
る
農
地
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
農
地
が
荒
れ
る
と
地
域
が
荒

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　　　　　　

　

ノ病害虫の発生
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，‐
罰彩

産業魔寒鞠轡の窄法投棄

ご
相
談
く
だ
さ
い
′

農
地
は
、
荒
ら
さ
ず

利
用
す
る
も
の

農
地
は
、

地
域
に
と
っ
て
も
大

切
な
財
産
で
す
。

作
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
ま
ず
農

業
委
員
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

法
律
や
各
種
制
度
な
ど
も
考
慮

し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
活
用
方
法

を
あ
な
た
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え

ま
す
。

遊
休
農
地
拶
耕
作
旗
薬
地
を
桜
《
し
ま
し
ょ
う
ー

～
麟
鵜
バ
ン
ク
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
～

　

農
地
バ
ン
ク
は
、

農
地
の
所
有
者

（
貸
し
手
・
借

　

尋

り
手
）

の
管
理
で
き
な
く
な
っ
た
農
地
の
情
報
を
、

規
模
拡
大
農
家
（
借
り
手
・
買
い
手
）
に
提
供
し
、

農
地
の
流
動
化
と
有
効
利
用
を
図
る
事
業
で
す
。

　

ま
た
、

平
成
二
一
年
一
二
月
の
農
地
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
の
制
限
が
緩
和
さ
れ
、
農
作
業
に
常
時
従

事
し
な
い
個
人
及
び
農
業
生
産
法
人
以
外
の
法
人
（
一
般
法
人
）

も
、
農
地
を
借
り
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

農
地
の
転
用
に
は

　

許
可
が
必
要
で
す

　

～
農
地
の
無
断
転
用
を
な
く
そ
う
～

農
地
転
用
と
は
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に

す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

農
地
を
住
宅
、
工

場
、
資
材
置
場
、
道
路
、
山
林
（
植
林
）
な
ど

の
用
地
に
転
換
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
す
べ

て
の
農
地
（
田
、
畑
、
樹
園
地
、
採
草
放
牧
地
）

が
対
象
で
す
。

　

一
時
的
な
農
地
転
用
（
資
材
置
場
や
土
砂
採

取
）
・
農
地
改
良
の
た
め
の
一
時
転
用
（
面
積
・・

三
千
計
以
下
ま
た
は
工
事
期
間
・
三
ヶ
月
未
満

の
も
の
は
届
出
）
は
許
可
が
必
要
で
す
。

　　

　

　
　
　　　

　　
　
　
　
　　

　
　　　　
　
　

も
大
も
大
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一
巻

Ａ－
麹
型
励
磁
８

農
協
選
任
委
員
の
渇
望

　

交
代
が
あ
り
ま
し
た
。

原

口

　　

洋

　　

（
北
阿
方
伊
賀
野
）

担
当
地
区

　

伊
賀
野

　

農
家
環
境
が
少
し
で
も
改
善
で
き
る
よ
う

微
力
な
が
ら
努
め
ま
す
。

委
員
の
交
代
に
よ
り
・

の
変
更
が
あ
り
ま
し
た

０
国
上
地
区
・・
ー
・
藤
原

農
地
の
権
利
を
取

得
す
る
場
合
は
、

取

得
後
の
農
地
面
積
の

合
計
が
規
定
の
面
積

以
上
に
な
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

※
平
成
二
四
年
五

月
二

　

一

　

日
よ
り
、

下

記
の
と
お
り
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

一
部
担
当
の
地
区

基
延
委
員

穣
国
璽
議
員
◎
声

～
－
年
を
振
り
返
っ
て

伊
吹
禁
子

担
当
地
区

　

松
帆
古
津
路
・
北
方

　　

塩
浜
・
江
尻

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
平
成
二
三
年
八
月
、
議
会

推
薦
で
女
性
農
業
委
員
が
三
名
誕
生
し
ま
し
た
。

私
は
、
そ
の
う
ち
の
一
人
で
す
。

　

農
業
委
員
の
仕
事
は
、
法
令
に
従
っ
て
、
農
地
の

貸
借
・
転
用
・
取
得
等
の
審
議
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
実
際
業
務
を
行
っ
て
み
て
、
役
割
の
重
さ
、
業

務
の
範
囲
の
広
さ
に
驚
き
、
戸
惑
い
が
あ
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
基
本
は
農
地
と
農
業
を
守
り
育
て
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

農
家
の
皆
様
の
ご
理
解
の
も
と
で
一
年
余
り
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
振
り
返
り
ま
す
と
、
耕
作
放
棄

田
の
調
査
や
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
担
当
地
域
を
回

り
、
今
ま
で
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
地

元
の
圃
場
の
現
状
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

就
任
の
お
陰
で
多
数
の
方
に
お
会
い
で
き
、
農

地
に
つ
い
て
多
く
の
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
と
一
年
余
り
、
南
あ
わ
じ
市
の
農
業
の
発
展

と
農
地
の
保
全
、
農
家
の
安
心
安
全
の
た
め
の
農

業
者
年
金
に
多
く
の
方
が
加
入
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
を
願
い、
努
力
い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力

と
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

申
請
は
お
済
で
す
か
？

提
出
期
限

　

平
成
二
五
年
一
月
１
０
日
（
木
）

※
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は

各
総
合
窓
□
へ
提
出
し
て
＜
だ
さ
い
。

「申
請
書
等
審
議
日
程Ｊ

南
あ
わ
じ
市
農
業
委

員
会
で
は
、
毎
月
次
の

日
程
に
よ
り
申
請
書
等

の
受
付
、
審
議
、
許
可

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
に
つ
い
て
の
ご

相
談
は
お
早
め
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

申
請
書
等
受
付
締
切

毎
月
五
日

（
閉
庁
日
の
場
合
は
前
日
）

総

　

会

区
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毎
月
二
〇
日
頃

嘗
借
料
情
報
Ｊ

平
成
二
三
年
一
二
月

か
ら
平
成
二
四
年
一

　

一

月
に
締
結
（
公
告
）
さ

れ
た
市
内
の
賃
貸
借
水

準

（
一
〇
ア
ー
ル
あ
た

り
・
単
位
円
）

　

※

　

田
の
み

農
地
法
第
三
条
に
基

づ
く
下
限
面
積
の
変
更

区

　

域 南あわじ市内
（右記以タト）

南あわじ市内のうち
福良、灘、沼島

改定後 トリ

　

′′／０５ Ｌ＝し

　　

′′
ナノ

（
Ｕ

（く）

改定前 ５０アール



●農業に従事している国民年金
第１号被保険者の方なら誰で
も加入できます。

　　　　　

　　　

］・キー．ｒ‐

　

：　　　「担い手積立年金」は軸豊虫年金の愛称です

●少子高齢時代に強い年金です。

　　　　

ヰ 轡

　

に １ 十

　　

・

　　　　　　

●保険料の額は２万円から自由

に決められます。

　

ぁなたの老後生活への備えは十分ですか？

　　　　　　　　　

● 終 身 年 金 で ８０ 歳 ま で の 保 証 付

年金は家族－人ひとり１こっし、て準備することが大切です！

　　　　　　　　

● 公 的 年 金 な ら で は の 税 制 上 の老後の備えは国民年金ブラス農薬者年金が基本です！

優遇措置があります。

　

‐

　　　　　

．

　　　　　

‐

　　　　

●農業の担い手には手厚い政策

　　　　　

支援（保険料の国庫補助）があ
ります。

～お問し、合わせ～

農業委員会事務局
（ＴＥＬ．４３‐５０２９）

またはお近くの

あわじ島農業協同組合
（ＴＥＬ．４２‐５２００） へ

国農　
　
　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　　

　
　
　　　

　

二

　　　　　　　　　　　　　　

離
礁

　　　　　　

ｒ
）
・
ｊ
式

　

に
迫
る

　　　　　　

ａ

・
′

園

　

．

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　

　　 　

　　　　　　　　　

購 読 料 ： 月 ６００円
を鑓

　

醍瀞岬鍾
購 読 料 ： 月６００円

“ぬれ添 一
巽 ｝◆” －・・‐ー…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

［送料・ 税込み］

　　　　　　

， ，，．一．岬弧；縄舵

　

，．慶事平時

　　　　

全国農業新聞は農業者の公的代表機関である農業委員会－；」岬
・

　

ｒ 享毒家－

　　　

王玉辰

　　

耳

　

辰

　　

のム ・

　

‐夫で

　

る辰

　

女貝云

　　　　　　　　　　　

Ｔゞ

　　

．，．
；

　　　

．
ｉ

　　　　　

　　　　

　　　　　　　　　　　

系統組織が発行する経営とくらしに役立つ農業総合専門誌

　　　　　　　

　

　

　

　　　

　

　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　

　　　

　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

，－－

　　　

申込は農業委員会事務局へお問い合わせください。．●●」

　

ゞ ｒ〆

　

．‐メヤ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ＴＥＬ・４３一５０２９）


